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開会挨拶：船橋 正夫（大阪府立急性期・総合医療センター）

エーザイ情報提供

シンポジウム１

描出の限界を探る
座長：石田 智一先生（福井大学医学部附属病院）

土橋 俊男先生（日本医科大学付属病院）

市田 隆雄先生（大阪市立大学医学部付属病院）

平 野　透先生（札幌医科大学附属病院）

山本 晃義先生（戸畑共立病院）

松 原　馨先生（東京慈恵会医科大学附属第三病院）

長木 昭男先生（倉敷中央病院）

【 A n g i o / D S A】

【CT-angiography】

【MR-angiography】

【 超 音 波 】

【 核 医 学 】

【 C T 】

【M R I】

【超音波】

平 野　透先生（札幌医科大学附属病院）

田 渕　隆先生（メディカルサテライト八重洲クリニック）

久米 伸治先生（日比野病院）

休憩

シンポジウム２

プラークを診る
座長：井田 義宏先生（藤田保健衛生大学病院）

休憩

特別講演

大血管治療の最前線
座長：船橋 正夫（大阪府立急性期・総合医療センター）
演者：倉 谷　徹先生（大阪大学大学院医学系研究科 先進心血管治療学講座 助教授）

プログラム



描出の限界を探る シンポジウム１
座長抄録：土橋 俊男（日本医科大学付属病院 放射線科）

石田 智一（福井大学医学部附属病院 放射線部）

第5回マルチシンポジウムVersusが「血管を診る」という
テーマで開催されます。シンポジウム1では、「描出の限界を
探る」というタイトルで5種類のモダリティーでversusします。
アンジオ、CT、MRI、RIそして超音波について、各モダリ
ティーの検査目的は何か、弱点は何か、また、最新技術
などについて講演していただいた後に、討論を通して技術
的な観点からそれぞれのモダリティーの特徴を明確に
したいと思います。例えば、アンジオは血流があれば如何
なる部位の血管でも撮像できます。しかしながら、目的部位
までカテーテルを進める必要があり、患者さんに対する侵襲
性が強い検査と言えます。一方、MRIでは造影剤を使用
せずに寝ているだけで血管を描出可能であり、低侵襲性
的な検査手法と言われています。しかしながら、血管その

ものを画像化しているわけではなく、あくまでも血液の流れや
位相を利用して画像化しています。また、RIでは血管という
よりも臓器の血流と機能の描出が中心となります。この
様に、それぞれのモダリティーには特徴があり、同じ血管
描出という目的であっても得られる結果は大きく異なる
可能性があります。これらを踏まえた上で、皆様との討論
により各モダリティーの特徴および使い分けを明確にしたい
と思います。
このシンポジウムは、演者と皆様の討論が主のシンポジウム
です。討論時間も60分と十分要してあります。是非この
シンポジウムに参加して頂き、皆様と意見交換したいと思い
ます。宜しくお願いいたします。

プラークを診る シンポジウム２
座長抄録：井田 義宏（藤田保健衛生大学病院 放射線部）

脳梗塞・心筋梗塞の原因の一つは、血管壁に生じる不安
定なプラークの破綻によるものといわれています。また、近年
この破綻しやすい不安定プラークの病理学的特徴が、
①血管の代償性拡大、②薄い線維性皮膜、③脂質に富む、
④軽度の血管狭窄　⑤マクロファージの浸潤などと報告
されています。このため最近は脳梗塞や心筋梗塞の不幸な
イベントを予測する上においても不安定プラークの診断が
注目を集めています。今回、このシンポジウムではこれらの
プラークをCT、MRI、USで画像化した場合の特徴を考え
ていこうと思っています。３種類のモダリティーはそれぞれ
「X線透過率」、「磁気共鳴」、「超音波の反射」を画像化の

原理としているので、組織の識別能や空間分解能、時間
分解能、再現性などに違いがあります。これらを比較の
しやすい頚動脈を中心に議論を行う予定です。具体的に
はCTでは形態情報の優れた点を中心に、MRIでは多彩
なシーケンスによる画像コントラストが病理をどのように反映
しているか、USでは動態の把握や組織との対比などに
関して発表していただき、さらにそれぞれの最新情報を
加えて、診断から治療において各モダリティーがどのような
役割を担うべきかなどを考え、厚みのあるシンポジウムを
行いたいと考えています。

ご挨拶

バーサス開催5回目にして遂に関西初上陸の運びとなり
ました。この5年の歳月の中、当研究会は超実践マニュアル
シリーズを上梓し、出版を行うという研究会としての新しい
形を模索しつつ発展して参りました。今回のバーサスの
テーマは「血管」です。血管や血流の描出は永くアンジオ
グラフィーが王道として用いられてきましたが、近年のCTの
多列化・MRの高速化によって低侵襲的検査の時代を迎え
ようとしています。診察室で得られる超音波画像の精度や
描出能はどうなのでしょう。核医学分野における血管・血流
の評価とはどのようなものなのでしょう。また、各モダリティー
の診断範囲は拡大の一途を辿っており、血管の描出だけ

ではなくプラークの性状判定にまで及んでいます。今まさに
バーサスすべき時を迎えたと言えるでしょう。
そして、血管描出の集大成として血管治療があります。
今回は大血管治療の最前線の状況を大血管ステントの
第一人者であられる倉谷徹先生に特別講演を御願い致し
ました。
このように、「これがバーサスだ！」というシンポジストの皆さん
にご結集頂きました。是非多くの皆様に来阪いただき、
春から初夏に向かう浪速の味と街の風をご堪能ください。
幹事一同心よりお待ち致しております。

当番世話人：船橋 正夫（大阪府立急性期・総合医療センター）
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■会場案内図�

交通アクセス�
公共交通機関でお越しの方へ�
■新大阪駅より【約２０分】�
地下鉄御堂筋線(北大阪急行)�
千里中央行き: 千里中央下車　徒歩約５分�

乗用車でお越しの方へ�
新御堂筋（国道４２３号線）、中央環状線（大阪府道２号線）�
より、会場案内図を参考にお越しください。�

■伊丹空港より【約２０分】�
大阪モノレール�
門真市行き: 千里中央駅下車　徒歩約５分�


